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土砂災害は、毎年のように全国各地で発生しており、私たちの暮らしに大きな被害を
与えています。
笠置町では、急傾斜地が町面積の多くを占めており、異常な集中豪雨により、一たん
土石流が発生すると、渓流をけずられ、堆積土砂を押し流して、下流の人家集落に多量
の土砂を堆積させ、災害をおこす「土石流危険渓流（土石流の発生の危険性があり、人
家に被害を生ずる恐れがある渓流）」が38箇所あります。
土砂災害は突然襲ってきます。災害から身を守るには、その前ぶれを知り、日ごろか
ら十分に備えることが大切です。

【避難場所はどこ？】
　日頃から家族全員で避難場所や避難所までの道順を決めておくと安心です。道順は、
災害危険箇所の近くを通らないようにしましょう。

避 　 難 　 所 　 一 　 覧
避難場所 電話番号 避難場所 電話番号
笠置小学校 ９５－２０４６ 産業振興会館 ９５－２８８０
中央公民館 ９５－２７２６ 笠置保育所 ９５－２９４２
笠置会館 ９５－２１４０ 老人福祉センター ９５－２７５０
切山総合センター － 笠置児童館 ９５－２９４４
西部集会所 ９５－２９６５ 南部公民館 ９５－２３５６
東部区集会所 － 北部公民館 ９５－２３５２
飛鳥路区集会所 ９５－２２２９ 八幡宮 －

【土砂災害の前ぶれに注意しましょう】
　土砂災害は次のような前ぶれがあると言われています。
現象を見掛けたら早めに避難して下さい。
☂土石流の前ぶれ
　・地鳴りがする
　・川の水が濁ったり、流木が混ざる
　・雨が降り続いているのに、川の水位が下がる
☂地滑り前ぶれ
　・地面にひび割れができる
　・沢や井戸の水が濁る
　・がけや傾斜面から水が吹き出す
　・家や擁壁に亀裂が入る
☂がけ崩れの前ぶれ
　・斜面にひび割れ、変形がある
　・がけからのわき水が濁る
　・小石がパラパラと落ちてくる
　・がけから木の根が切れるなどの音がする

６月は土砂災害防止月間です

早めに
避難

【問合せ先】			総務財政課（内線21番）
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五
月
十
三
日
、「
自
分
探
し
の
一
日
修
行
体
験
」
が

笠
置
山
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
修
行
体
験
は
、
奈

良
時
代
、
修
行
の
山
と
し
て
多
く
の
僧
侶
が
修
行
を

行
っ
た
笠
置
山
で
、
現
在
の
修
行
を
実
際
に
体
験
で

き
る
日
帰
り
プ
ラ
ン
で
、
今
回
で
十
一
回
目
と
な
り

ま
す
。

日
常
の
喧
騒
を

離
れ
、
自
然
の
中

で
修
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
心
身
共

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
企
画
で
す
。

今
回
の
参
加
者

は
枚
方
市
の
四
十

代
の
方
で
、「
以
前
、

修
行
体
験
に
参
加

さ
れ
た
会
社
の
会

長
さ
ん
に
進
め
ら

れ
て
今
回
、
参
加

し
ま
し
た
。」
と
や

り
続
け
て
い
る
成

果
が
で
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
開
催
中

■
お
問
合
せ
は
、
修
行
体
験
実
行
委
員
会
の

　

笠
置
町
商
工
会　
　

電
話
〇
七
四
三-

九
五-

二
一
五
九

　

料
理
旅
館
よ
し
や　

電
話
〇
七
四
三-

九
五-

二
一
四
一

ま
で

 ご連絡・お申込み先
 Ｔｅｌ：0743-95-2893
　　　 Ｆａｘ：0743-95-2821
 参加費 1,000円（保険代、入浴代込）
　　　 レンタルストック  500円
 時　間 ◆体験会
　　　　 　　10：00～ 12：00　
　　　 ◆実践コース
　　　　 　　13：00～　　　　　
 ※開催日の一週間前にはご連絡ください。

自
分
探
し
の

　
　

修
行
体
験

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
は
二
本
の

ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
一

種
で
す
。

笠
置
町
の
温
泉
施
設
の
い
こ
い
の
館
で

第
二
、
第
四
月
曜
日
に
講
習
と
実
際
に
町

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

初
心
者
の
方
で
も
簡
単
な
講
習
で
す
ぐ

に
歩
き
方
や
ス
ト
ッ
ク
を
扱
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
ス
ト
ッ
ク
も
完
備
し
て
い
ま

す
の
で
運
動
し
や
す
い
恰
好
で
来
ら
れ
る

だ
け
で
特
別
な
用
意
は
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

毎
回
、
違
う
コ
ー
ス
を
歩
く
の
で
新
鮮

な
気
持
ち
で
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春

の
桜
を
楽
し
む
事
も
夏
の
川
辺
で
涼
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
楽
し
む
事
も
秋
の
紅
葉
を

楽
し
む
こ
と
も
、
冬
の
最
後
の
温
泉
を
楽

し
む
事
も
出
来
ま
す
。

朝
は
歩
き
方
や
、
ス
ト
ッ
ク
の
使
い
方

の
講
座
を
行
い
、
昼
か
ら
は
実
際
に
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
す
。

歩
き
方
や
、
ス
ト
ッ
ク
の
使
い
方
を

知
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
昼
か
ら
の
参
加
で

も
大
丈
夫
で
す
。

最
近
、
運
動
不
足
と
感
じ
ら
れ
て
い
る

方
も
、
大
人
数
で
楽
し
み
た
い
と
考
え
て

い
ら
れ
る
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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こ
の
た
び
、
笠
置
町

で
創
業
十
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
ツ
ー
ワ
イ

合
成
有
限
会
社
か
ら
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、福
祉
車
両（
車

い
す
移
動
車
）
が
笠
置

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
車
両
は
、

笠
置
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
、

利
用
者
の
送
迎
、
町
外

の
病
院
、
福
祉

施
設
へ
の
出
張

な
ど
に
広
く
活

用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

建
設
産
業
課
長
補
佐

　

市　

田　

精　

志

　
　
（
住
民
課
長
補
佐
）

住
民
課
長
補
佐

　

石　

川　

久
仁
洋

　
　
（
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣

　

上　

窪　

浩　

之

　
　
（
企
画
観
光
課
主
査
）

企
画
観
光
課
主
査

　

小　

林　

慶　

純

　
　
（
総
務
財
政
課
主
査
）

総
務
財
政
課
主
任

　

福　

島　
　
　

学

　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

総
務
財
政
課
主
事

　

糸　

井　

岳　

志

　
　
（
企
画
観
光
課
主
事
）

　

な
お
、
今
回
の
異
動
に

伴
い
企
画
観
光
課
が
第
二

庁
舎
か
ら
第
一
庁
舎
へ
移

動
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

御
用
の
方
は
第
一
庁
舎
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

　笠置町では情報公開条例により、公文
書の開示を行っています。また、個人情
報保護条例により、本人の請求に応じて、
実施機関の保有する個人情報の開示や訂
正等を行っています。23年度の各制度の
運用状況は、次のとおりです。
１．情報公開制度の運用
　⑴　公文書の公開請求にかかるもの
　　　請求件数　3件（内訳：個人1件、法人2件）
　　　開示状況　全部公開　　　3件
　　　　　　　　一部公開　　　0件
　　　　　　　　非公開　　　　0件
　　　　　　　　公文書不存在
　　　　　　　　のため却下　　0件
　⑵　不服申し立てにかかるもの
　　　　　　　　申立件数　　　0件
２．個人情報保護制度の運用
　⑴　保有個人情報の開示請求に

かかるもの
　　　請求件数　0件
　⑵　保有個人情報の訂正又は利

用停止請求にかかるもの
　　　請求件数　0件

福祉車両を寄贈して
いただきました

人 事 異 動

情報公開及び個人情報保護
制度の運用状況（平成23年度）

献血のおしらせ
実　施　日	 6月12日㈫

場所・時間	 ●笠置町役場
	 　午前10時15分〜11時45分
　	 ●笠置町産業振興会館
	 　午後1時30分〜3時30分
献血できる方

男　性 女　性

200㎖献血 16〜69歳
（45㎏以上）

16〜69歳
（40㎏以上）

400mℓ献血 17〜69歳
（50㎏以上）

18〜69歳
（50㎏以上）

※65歳以上の方については60〜64歳の
間に献血経験がある方に限ります。

※輸血や肝臓の移植を受け
　た方はご遠慮ください。

平成24年5月14日付異動　（　）内は前職名
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T 　 E 　 A 　 　 　 T 　 A 　 L 　 K

四
月
二
十
七
日
㈮
晴
天

の
も
と
午
後
三
時
か
ら

「
天
空
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
茶

源
郷
・
和
束
Ｐ
Ｒ
大
使
の

委
嘱
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。天

空
カ
フ
ェ
は
、
和
束

町
の
大
自
然
の
中
、
茶
畑

と
マ
ッ
チ
し
た
景
観
と
和
束
茶
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
高
台
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
、
和
束
町
の
観
光
の
周
遊

コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。こ
の
日
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
記
念
植
樹
が
列
席
者
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
、

そ
の
あ
と
、
茶

源
郷
和
束
Ｐ
Ｒ

大
使
と
し
て「
茶

源
郷
和
束
Ｐ
Ｒ

ソ
ン
グ
、〝
お
茶

の
心
は
深
さ
で

勝
負
〞」
を
全
国
リ
リ
ー
ス
す
る
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
と
元
商
工
会
職

員
の
二
人
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
茶
源
郷

和
束
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
に

の
っ
て
和
束
町
そ
し

て
和
束
茶
が
全
国
へ

発
信
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
も
の
で

す
。

今
年
は
春
先
の
気
温
が
低
か
っ
た
こ
と
か

ら
新
芽
の
生
育
が
遅
れ
、
四
月
三
十
日
に
開

か
れ
た
平
成
二
十
四
年
産
茶
の
初
市
。

和
束
町
か
ら
の
一
〇
九
点
を
は
じ
め
、
宇

治
田
原
町
、
南
山
城
村
、
京
田
辺
市
か
ら
あ

わ
せ
て
一
二
八
点
、
一
二
五
六
．九
㎏
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

初
市
に
は
府
内
の
茶
業
者
約
八
〇
社
が
参

加
、色
や
香
り
、

味
を
慎
重
に
吟

味
し
て
い
ま
し

た
。入

札
の
結
果
、

和
束
産
の
手

摘
み
・
手
揉
み

茶
が
昨
年
よ

り
高
値
の
キ
ロ

一
四
〇
，〇
〇
〇

円
の
最
高
値
で

落
札
さ
れ
、
和

束
茶
の
品
質
の

高
さ
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
出
荷
量

が
昨
年
の
四
倍

で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
平
均
単
価
は
前
年

よ
り
五
，七
四
〇
円
安
い

キ
ロ
一
三
，二
九
七
円
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

こ
の
ほ
ど
、
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
に

二
家
族
が
参
加
さ
れ　

協
定
書
に
調
印
さ
れ

ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
は
家
族
全
員
が
家
庭
内
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
人

が
農
業
経
営
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
や
、
給

料
額
や
支
払
日
、
休
日
な
ど
を
文
面
化
し
て

い
く
こ
と
で
家
族
間
の
理
解
が
深
ま
る
と
し

て
い
ま
す
。
家
族
で
協
定
と
は
水
く
さ
い
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
協
定
を
作
る
課
程

で
家
族
同
士
が
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
、
家
族
が
目
指
す
農
業
経
営
の
目
標
を
確

か
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
釜
塚
区
の
田
中
清
和
さ
ん
の

家
族
が
新
規
協
定
に
、
中
区
の
森
本
佳
秀
さ

ん
の
家
族
が
変
更
協
定
に
調
印
さ
れ
、
ま
た

堀
和
束
町
長
と
但
馬
農
業
委
員
会
会
長
ら
も

立
会
い
者
と
し
て
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

二
家
族
に
は
、
と
も
に
茶
業
経
営
を
目
指

し
た
若
い
後
継
者
が
お
ら
れ
、
和
束
町
の
茶

業
を
担
う
先
進
的
な
経

営
体
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
、

立
会
い
者
の
堀
町
長
、

但
馬
会
長
、
来
賓
の
松

田
京
都
府
山
城
南
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所

長
か
ら
応
援
の
言
葉
が

あ
り
、
両
家
族
と
も
決

意
を
新
た
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

天
空
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

〜
絶
景
〜
和
束
町
が
一
望
で
き
る

　
　
　
　
天
空
カ
フ
ェ

キ
ロ
一
四
〇
，〇
〇
〇
円
で

和
束
産
の
手
も
み
茶

初
市

家
族
経
営
協
定
で
農
業

　
経
営
の
共
同
化
を

調印を終え記念撮影

オープンを記念してテープカット

茶源郷・和束PR大使
「Coming音都131」
のCDジャケット

そびえ立つ　天空カフェ
眺めは最高

▶
丹
誠
込
め
て
製
造

　

さ
れ
る
手
も
み
茶
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平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付

け
で
和
束
町
人
権
擁
護
委
員
に

岡
橋
聖
舟
さ
ん
が
、
法
務
大
臣

よ
り
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
和
束
町
の
人
権

擁
護
委
員
に
は
、
田
中
功
さ
ん
、

飯
田
妙
子
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た

岡
橋
さ
ん
の
就
任
期
間
は
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
三
年
間
で
す
。

　

人
権
に
関
わ

る
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

和
束
町
で
は
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

広
域
避
難
所
と
し
て
三
箇
所
、
避
難
所
と

し
て
八
箇
所
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
広
域
避
難
所
の
和
束
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
和
束
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
和

束
運
動
公
園
、
避
難
所
の
中･

五
の
瀬
集

会
所
、
和
束
小
学
校
、
和
束
町
体
験
交
流

セ
ン
タ
ー
、
和
束
保
育
園
、
和
束
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
和
束
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
白
栖
公
民
館
を
案
内
す
る
看
板
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
、
最
も

近
い
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

和
束
町
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
施
設
組
合
で
は
三
月
二
十
八

日
に
開
か
れ
た
に
総
会
お
い
て
、
組
合
解
散
に
伴
う
維
持

管
理
費
残
金
、
百
二
十
四
万
九
百
十
四
円
す
べ
て
を
寄
附

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
五
日
、
林
茂
樹
会
長
か
ら
元
気
で
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
和
束
青
年
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
（
大
西
巧
会
長
）
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の

人
権
相
談
に

お
応
え
し
ま
す

広
域
避
難
所･

避
難
所
看
板
を
設
置

し
ま
し
た

維
持
管
理
費
残
金
を

和
束
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
へ
寄
附

　
〜
和
束
町
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
施
設
組
合
〜

岡橋聖舟さん

左から、竹谷青年ネットワーク会議（商工会）
事務局長、東テレビ共同聴視施設組合副会
長、大西青年ネットワーク会議会長、西田
青年ネットワーク会議副会長、林テレビ共
同聴視施設組合連合会長

避難所を案内する看板
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春春のおさんぽ
～わづかほいくえん～

情報公開及び個人情報保護制度の運用状況情報公開及び個人情報保護制度の運用状況
(平成２３年度)

　和束町では情報公開条例により、公文書の公開等を行っています。また、個人情報
保護条例により、本人の請求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂正等
を行っています。平成23年度の各制度の運用状況は、次のとおりです。

１．情報公開制度の運用
　⑴　公文書の公開請求にかかるもの
　　　請求件数　８件 (内、個人７件、法人１件）
　　　公開状況　全部公開　５件　　　却下　３件

２．個人情報保護制度の運用
　⑴　保有個人情報の開示請求にかかるもの
　　　請求件数　０件
　⑵　保有個人情報の訂正又は利用停止請求にかかるもの
　　　請求件数　０件
　⑶　個人情報ファイル簿の数

平成23年度は、新規届が２件、廃止届が１件、変更届が２件あり、平成24年
３月31日現在における個人情報ファイル簿数は145件となっています。
個人情報ファイル簿は、実施機関がどのような個人情報を保有しているのか、
またどのような目的に利用しているのかを明らかにするとともに、自己に関す
る個人情報の閲覧等を容易にするために作成し公表するものです。

　

四
月
十
二
日
㈭
和
束
保
育
園
で

は
、
今
年
度
、
は
じ
め
て
の
お
さ

ん
ぽ
で
園
外
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
保
育
士
を
先
頭
に
４
歳
児
は

お
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
、
ま
た
、
５
歳
児
は

３
歳
児
と
手
を
つ
な
ぎ
５
歳
児
が
３
歳
児
を

い
た
わ
り
な
が
ら
、
中
区
祝
橋
附
近
の
堤
防

ま
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

途
中
、「
タ
ン
ポ
ポ
」
や
「
つ
く
し
」
を
見

つ
け
て
は
両
手
に
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
満
開
に

な
っ
た
桜
の
花
の

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

り
「
わ
ー
き
れ
い
」

と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

時
折
、
風
に
舞
う
桜
の
花
び

ら
を
拾
っ
て
は
、
大
事
そ
う
に

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
園
児
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
こ
の
日
の
楽
し

い
出
来
事
を
家
の
人
に
楽
し
く

話
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▶
満
開
の
桜
の
下
で

　

ハ
イ
チ
ー
ズ

こ
じ
か
ぐ
み
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